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-号室ト第 1章 緒 毘
肝吸虫は日本を始め東洋各地に存在する極めて主
要な寄生虫で，本邦に於ては岡山県児島湾沿岸，滋
賀県琵琶湖沿岸，徳島県吉野川流域，千葉・茨城県
霞ヶ浦利根川沿岸，その他の地方に地方病として見
られ，発育史，寄生による病理，予防等の基礎的研
究は究明せられているが，臨床的方面，殊に治療に
関しては，見るべき薬剤が得られなかった。即ちそ
の主なるものは色素剤，塩酸エメチン，重金層，特
に枇素及びアンチモシ製剤で、ある。
色素剤としては Brilliantgrun，Malachit gr・ 
un Methylen blau，Gentiana violet等の報告
があり何れも不快なる副作用の為，未ど
一般の使用を見るに至らない。
アンチモン製剤は， 1917年 Christ 
personにより住血吸虫の治療に提唱さ
れ Brug<のが本症患者に応用し，卓効あ 2H2P04 
りと報告して以来，諸種の寄生虫，原虫
性疾患に応用されてきた。スチプナーノL
次
第 6章 アジチモン製剤u(スチプナ{ノ1-)
との比較
A スチプナーノL使用後燐酸グロロキシ
による治療を行った症例
B 過去 10年間に於けるスチプナール
治療と燐酸グロロキンによる治療と
の比較
第 7章総
第 8章結
文
いては Otto，‘衣笠(5)の報告があり， スチプナーノL
に比して，毒力少しと言う。その他ネオチプナール
(白井・石井(2つ等，諸家により副作用を除くため，
種々考慮されたが，効果確実にして副作用少きもの
は極めて少い。
燐酸グロロキシは 1934年 Andersag，St. Brei-
tner，H. Jung，等により合成され， W. Kikuth 
に依って，マラリアに効果があることが報告され，
抗マラリア剤として使用され，また紅斑性狼窮， リ
ウマチ様関節炎にも使用されて来たが，近時中国に
於て肺・肝吸虫症に使用し効果を得たとの報告があ
り，また横川(13)氏は肺吸虫く脱嚢直後の幼虫〉に対
して invitroに於て，塩酸エメチン，アテプリ y
表 1 燐酸グロロキン 
CHs-fH・CH2・CH2・CH2・Nく
C9Ho; 
c;H; 
NH 
/""/~ 
CI/LJV 
括論献
の本症に対する効果については龍治・草 7・chlor 4 (4'diaethylamino-1ぺmethyl-buty lamino) 
野〈10〉，石井(2)氏等が実験的臨床的に応 chinolin・diphosphat
用して効果をおさめ，またフアジンにつ 燐酸グロロキン投与法 1日量 500mgく2錠)2国分服 
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と並んで極めて殺虫性が顕著で，スチプナーノLより
殺虫性が強いと報告してし、る。
主主に於て著者は千葉県小見川町を中心とする利恨
川流域の肝吸虫症患者並びに該虫卵保有者に対して
燐酸グロロキンの単独投与を試み，その効果を期待
して本研究を行った。
第2章検査対象並びに検査方法
A 検査対象
水郷利根川流域小見川中央病院を訪れた患者の
中，他に疾病を認めず倦怠感の訴えあるもの，また
食思不振，肝腫，責痕を認めるものを，その対象と
したが，他に主疾病がありその検査中に発見された
ものも多し、。 
昭和 31年 8月以降 33年 7月までに糞便及び十二
指腸液中より発見された肝吸虫症患者，虫卵保有者 
総数は 60例である。
B 検査方法
1) 十二指腸液中の虫卵検査法
聞にも検査を行った。なお肝臓機能検査はプローム
サルフアレイシ試験，血、清高田氏反応，血清コバル
ト反応， 血清カドミウム反応(原法)， 血、清モイレ
ングラハト値等について検査を行った。
第 3章 治療対象・治療方法並びに治療期間 
A. 治療対象・
昭和 31年 8月より昭和 33年 7月までの間に十二 
指腸液・糞便中より発見された 60例の肝吸虫症患
者，虫卵保有者の中，他に重篤な合併症のあるもの
及びスチプナ{ノLのみにて治療を行ったもの， 19例
を除く 41例に燐酸グロロキジの単独投与を行つ
た。
B. 治療方法並びに治療期間
燐酸グロロキンの投与量は， 1日500mgとし 250
mg宛 2回に分服， 1グー ノLの;期聞を限定せず，十
二指腸液中の虫卵数，糞便中の虫卵数を経過を追っ 
.て算定，副作用に注意しつ L肝臓機能検査，耳血に 
よる血液検査を行い，虫卵消失まで投与を続ける事
十二指腸ゾンデ MeltzerLyon氏法により、 A， を原則とした。 1部外来患者については，来院しな 
B，C，各胆汁 10cc宛を目盛付スピッツグラスに採
り， 1500回転5分間遠心沈澱， 0.3 ccを残し上部を
捨て 0.15cc (約 1滴〉を載せガラスに乗せ 22x 40 
mmのカパーグラスにて被レその全虫卵数を数え，
2倍して 10cc中の虫卵数とし， A，B，C胆汁の中
で最も数の多いものを，被検物の虫卵数として，そ
のま L数字で記載した。 
2) 糞便中の虫卵検査法 
糞便 19を AMSJI法により遠心沈澱，十二指
腸液中の虫卵検査の場合と同様， 0.3 ccを残し， 上 
部を捨て 0.15cc中の全虫卵を算定， 2倍して糞便
19中の虫卵数とした。検査当初に於て Stoll氏算
定法によるべく， AMS JI法にて吸虫卵陽性のもの
につき同法を行うも，虫卵数少きため算定し得ず，
独自の方法により虫卵数の算定を行った。
なお{也の疾病にて治療中，検査の際，肝吸虫卵の
発見されたものは，稀塩酸エーテノL法により発見さ
れたものであるが，他は何れも AMSJI法による
成績である。
上述の虫卵検査は，外来患者については， 1---2 
週に 1回，入院患者については， 2---4日に 1回宛
行った。なお虫卵陰性となる時は 2---3日以内に更
に 1回検査しこれを確めることとした。
3) 肝臓機能検査・耳血による血液検査
治療前・治療後に行い，長期に亘るものは，その
くなった等のため虫卵消失するまで、投与を持続し，
経過を観察する事が出来なかった。
上記の如き方法に依り投与した期間は各症例につ 
レて最短 12日， 最長 105日で， その投与総量は最 
少 6g最も多いものは 52.5gである。宮川・津田(12)
氏等は 1日量 750mgを 25日間，その後 1日聞は
500mg宛投与，家兎を使用しての動物実験では 
15 mg/kgを投与した。和田(18)氏等も同様 1例に 1
日量 750mg宛を使用した。著者も本治療開始当初
2~3 例に 1 日量 750mg 宛投与したが， 舷塁その
他副作用の現われること多く，又患者自身誤って 1 
日量 1000mg服用した 2例にも副作用の現われた
ことから， 1日量 500mgを持続投与することとし
た。
第 4章治覆効果 
A 十二指腸液中の虫卵に対する効果
燐酸グロロキシを投与した 41例、の中，十二指腸
液中の虫卵数の斐化を観察し得たものは， 30例で治
療の結果は，消失 22(73.3%)，獄少5 (16.7%)，不
愛3 (10%)で消失及び減少を効果のあったものと
すれば 30例中 27例 (90%)に効果が認められたこ
とになる。 
誠少は治療経過観察中途で虫卵の減少を認めた後
来院なく，その後の経過を観察し得なかったもの，
第 4号 中田:肝吸虫症の治療に関する研究，特に燐酸グロロキシ治療に関して -1031-
第 2表十二指腸液中虫卵の消失に要した日数 更に入院患者中 5例について燐酸グロロキン投与
(22例〉 後虫卵消失まで 2~4 日の間隔にて十二指腸ゾンデ 
l7.89 (Meltze Lyonr氏法〉を行い虫卵数の斐化を経過
数日09，84 1 .'9岨.73 .68 を追って観察した。 1例は 3日目に至り虫卵急激に
減少， 5日目， 8日目と増加の傾向を示L，治療前
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不安とは投薬後虫卵の減少を認める前に来院しなく
なったものである。従って減少，不安は止むを得ず
治療中止に至ったもので，之等も治療を持続すれば
更に好結果が得られるものと考えられる。
虫卵消失に要した日数は最短6日，最長 98日，平
均 33日である。之は宮川・津田(12)氏等の 30日，和
田(18)氏等の 33日で消失したとの報告にほぼ一致す
る。(第 2表〉
第 3表燐酸グロロキン投与後の虫卵数の菱化
(十二指腸液〉ス院患者5例につレて
30 
酬消失ι要 ~I: 日数
に比し極度に増加， 13日以後急激に減少して 22日
目に至り消失した。 1例は2日目梢増加するも，そ
のま L減少， 12日で消失，他の 3例は虫卵減少後増
加の傾向を見ず6日， 10日， 13日でそれぞれ虫卵を
認めなくなった。く第3表，第4表〉
以上の 5例は燐酸グロロキシ治療による十二指腸
液中の平均虫卵消失日数 33日より短期間(12.6日〉
で虫卵の消失を見てし、るものが多いが，投薬後一旦 
増加の傾向を見るもの・とその傾向を見ないものとあ
り，何れの場合にも虫卵の減少は急激に起るものと
考えられる。此の 5例について十二指腸液検査と共
に糞便検査 AMSm法も併せ行ったが，治療前に
は虫卵何れも陰性で，十二指腸液中の虫卵増加の傾
向を見た際にも糞便中に虫卵の発現を見なかった口
!燐酸グロロキン投与により虫卵の消失を見た 22
例中特に 1例について虫卵消失後，毎月十二指腸液
検査を行ってその虫卵の状態を経過を追って観察し
た。初回治療で虫卵消失に要した日数は 73日，燐
酸グロロキンは 84日間 (42g)投与，虫卵消失後 1
週， 1箇月， 2箇月と 3回の検査共陰性であったが，
第 4回 3箇月自の検査で突然多数の虫卵を認めた。
此の症例はその後再度燐酸クロロキンを投与し 67
日間 (33.5g)で虫卵の消失を認めた。(第5表〉
ノ B. 糞便中の虫卵に対する効果
糞便中に肝吸虫卵の認められたものは十二指腸液
中に虫卵を認めた 41例中 16例 (39.0%)でその中 
13例につき燐酸クロロキン治療による虫卵数の愛
化を観察した。虫卵消失に要した日数は最短4日最
長 34日平均 13日で， 13例全例の虫卵が消失した。 
宮川・津田氏等の症例では 30日を要した。(第 6表〉
表 4 燐酸グロロキシ投与後の虫卵数の斐イ七(十二指腸液〉
(入院患者5例について〉 
認I!
 1 初 一 qo n u  
。
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K 
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性 
1iqLqJA
7404090 51 。。 。126 。。。15117 439 38 18177 
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-1032ー 千葉医学会雑誌 第 34巻
第 5表十二指腸液中の虫卵消失後再現を 第 6表糞便中虫卵の消失に要した日数 
見たものの中毎月検査により虫卵 (13 (!iU) 
の経過を追った l例 日数回 
l '  
d 
5・ 
， ， ， ，  
・ 
，I 
' 
畠卵歓
a ' 40 
• 

I 2 3 4 6 7 8 30 
ー -- l i l lI II I全身浮腫，下腿浮腫，下痢，下痢便秘交互，等を見，
その中の 1~2 の徴候を持つに過ぎないものが多か 症例 
ったが，頻度から見ると全身倦怠感が最も多く 14 3.2%，6週 2件 6.5%，8週で消失したもの 2件 6.5
例，肱置がこれに次ぎ 4例に見られ比較的多く，上 %であった。自覚症状の消失しなかったものは2
腹部圧迫感，心惇充進，全身浮腫が各2例で之に続 件 6.5%で自覚症状の大部分31件中 29件93.5%は
き他は 1例宛に見られた。 治療により消失した。之に要した平均日数は 19.3
延べ 31件の自覚症状の中，早いものは 1週で消 日であった。(第7表〕 
D. 治療前後の肝臓機能並びに血液所見失，過半数の 25件は5週迄に消失した。即1週で
肝臓機能。消失したもの 9件 29.0%，2週で、消失したもの 9件 
29.0%， 3週 4件 12.9%， 4週 2件 6.5%，5週 1件 燐酸グロロキン投与症例 41例中 38例に肝臓機能
表 7 自覚症状の種類並びにその消失に要した期間 
¥1週 I2適¥3週 4週 5週¥6週 I7週 I8週 l顎;l計
b--_73日---'--<---98白 : 6i日一ー 司---1 
m~仰日物招~努若君 臨倣現物問67日初倣担託証 
c. 自覚症状に対する効果
燐酸グロロキシにて治療を行った肝吸虫卵保有者 
41例中初診時自覚症状の訴えのあったものは 26例 
(63.4%)である。その中途中で治療を中止せず経
過を追い得たものは 15例延べ 31件で、あった。症状
の種類は多様で全身倦怠感，食思不振，咽頭部異物
感，上腹部圧迫感，陸軍，心停充進，頭痛，徴熱，
20 
•• •• • 
10 
• .・ • 
全身倦怠感 
上腹部圧迫感 
肱 量 
金思不振 
下 痢 
心停充進 
咽頭部異物感 
下腿浮腫 
全身浮腫 
徴 委掠 
頭 痛 
下痢便秘交互 
5 ;1 6 2 1 
1 1 
1 1 1 2 
1 
1 1 
1 
1 
1 1 
1 
1 
1 
14 
2 
4 
1 
1 
2 
1 
1 
2 
1 
1 
1 
計 Iく29%)1(29%) ;(12~9%)1 (6.5%)1(3.2%)1(6.5%)J l く63mll く6.~%) I1( ~  ~ ! ~ ~ ~  ~ 1 31 
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検査を行った。即血清モイレ yグラハト値，プロー
ムサノLフアレイン試験，血清コバルト反応，血清カ
ドミウム反応，血清高田反応を行い，特に 10例に
ついては治療後再び検査を行ってその成績を比較し 
Tこ。
肝臓機能検査を行った 38例の検査成績は，
(1)血清コパルト反応……左方反応 3 (7.9%)， 
右方反応 10(26.3%)，正常 25(65.8%) 
(2)血清カドミウム反応・・・・・・正常 8(21.1%)， 疑
陽性?(5.3%)ヌ弱陽性23(60.5%)，強陽性 5
(13.2%) 
(3)血清モイレ γグラハト値・・・・・・正常 31(81.6 
%)，潜在性黄痘 6 (15.8%)，黄痘 1(2.6%) 
(4)プロームサルフアレイン試験……30分値，正
常 5%以下 30(78.9%)，5.1%以上 8(21.1%) 
(5)血清高田氏反応・…ー陰性 27(71.1%)，疑陽性
5 (13.2%)，弱陽性 2(5.39る)， 強陽性 4 (10.5 
%) 
以上の如くカドミウム反応を除き，被検例の大部
分が正常範囲に胃し，異常を示したものも軽度のも
のが多く， 特に異常を示したものは， 各検査につ
き， コバルト反応では RO(1) (胃癌を合併していた〉
を示した 1例，カドミウム反応では強陽性 5例，モ
イレシグラハト値で寅症を示した 1例，プロームサ
ルフアレイン試験 10%以上を示した 4例，高田反
応で強陽性を示した 4例に過ぎなかった。 
2) 治療前後の肝臓機能検査成績の比較(10例fこ
っし、て〉く第 8，9，10，11，12，13表〉 
10例の治療期間は最短 14日，最長 105日，使用
薬量は7.0g -:-50.25 gである。治療前後の検査成績 
は，コパルト反応は治療前後とも右反応 5，正常 5， 
(治療後右反応より正常え，正常より右反応え移行
したものが各 2例ある。)，カドミウム反応は治療前 
陰性1.疑陽性1.弱陽性 5.強陽性 3で治療後は陰
性1.疑陽性 2.弱陽性 7.強陽性 Oとなり強陽性を 
示した 3例は何れも弱陽性となり更に弱陽性の 1例 
は疑陽性となった。高田氏反応は治療前後とも陰性 
4.疑陽性 3. 弱陽性1.中等度陽性 2，であるが陰性
より弱陽性，弱陽性より陰性，陰性より疑陽性，疑
陽性より陰性え移行したもの各 1例を認めた。プロ
表 8 治療前後の肝臓機能の比較(10例〉 ① 
I~，I<&*~F!El 1投与量 IMeulen IB. S. P. Ir-~ J;:;"，*， I;"rIJ;:;"，*， fTakada氏
症例|治療期間| ω j IG~;cht 値 l 試験(%) ICo反応 jCd反応 l反 応 
1 96 48.0 
目日 150 22.5 R 7(5) (+十〉 (土〉
後 8 5.0 R5 (十〉 (+) 
2 105 52.5 
目日 5 2.5 R3CD (十十〉 (一〉
後 4 2.5 R 4Cl) (十〉 (十〉 
3 35 17.5 後前 
6 2.5 R5(l) (ー〉 (ー〉 
6 2.5 R4(l) 〈ー〉 く一〉 
4 37 18.5 
目リ 4 5.0 R3(1) く+) く+十〉
後 6 5.0 R 6(1) (+) (十十〉 
5 14 7.0 
前 6 2.5 R3 (+) (十ト〉
後 5 2.5 R5CD (+) c+十〉 
6. 25 12.5 
日目 7 10.0 R4 (+) (+) 
後 7 5.0 R4 (十〉 (-) 
7 69 34.5 
前 8 5.0 R3CD (+〉 (土〉
後 8 5.0 R3CD (+十〉 (土〉 
8 30 15.0 
目リ 7 2.5 R6CD (十十〉 (+〉
後 5 5.0 R5CD (十〉 (ー〉 
9 25 12.5 
目U 5 15.0 R5 (+) (-) 
後 6 5.0 R4 (+) (-) 
28 14.0 
前 4 10.0 R 5Cl) (+) (ー〉
後 、 4 5.0 R5く1) (+〉 (+〉
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F ムサルブアレイン試験では治療前 30分値 5%以
下のもの 6，5.1%以上のもの 4，治療後は 5%以下
のもの 10，で異常を示した 5.1%以上のもの 4例は
表 9 治療前後の肝機能の比較② 
I30 分借 l5.1ブ守ロー ム I Im以下 1%以上
6 4サルフアレイシ|前
試験|後 10 。
表 10 治療前後の肝臓機能の比較①
戸」竺叫疑陽性!耳鳴性!強陽性
血
高田町前| 41 3l |2 
2 
表"11 治療前後の肝臓機能の比較④
血清| |右反応|正 常[左反応 
コパ:ノLト
反応
I
前後
550 
5 
。5 
正常に復した。モイレングラハト値は治療前正常値
を示したもの 6，潜在性黄痘 3，黄痘 1，治療後正常 
7，潜在性黄痘 3，で、寅症を示した 1例は正常に復し
た。以上の如く肝臓機能障碍は何れも軽度であった
が，本剤治療により軽快の徴候が見られた。 
3) 血液所見〈第 15表〉 
31例に治療前耳血による血液検査を行った。正常
血液所見との比較では，過半数 20例 (64.5%)に貧
表 12 治療前後の肝臓機能の比較@
血 清円~ 'f~同町1l羽生|強陽性
カドミウ!前 1 1 1 1 5 1 3。2 1 7 -1 Iム反応[後 
表 13 治療前後の肝臓機能の比較@ 
[-;-1 持!潜在性|事 痘血 情JJ::.巾 j黄痘|只
前 6 3 1モイレン
グラハト値
後 I 7 3 。 
表 14 治療前後の血液所見の比較(10例〉① 
。。
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82 14600145 2 4131 
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日IJ 86 0.98 437 3000 50 
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表 15
010 
血を認め，叉 19例 (61.3%)に好酸球増多を認め
た。 
4) 治療前後の血液所見の比較(10例につし、て〉
(第 14，16表〉
治療後赤血球は増加 5，減少 5，血色素量は増加 
6，減少 4で特に快復の徴!民が見られず，好酸球に
ついては 10例の中 7例に減少の傾向が見られた。
その他単球は増加 7，不安 1，減少 2，で此の場合に
は増加の傾向が見られる。好中球，淋巴球，好塩基
球は治療前後に於て斐イ七を見なかった。
表 16
一一寸τ「
血
球
数
増加 I 5 
不安 I 0 
減少 I 5 
なお血液所見は正常範囲を赤血球数 401--450万，
血色素量 86%以上， 白血球数は 6000~8000，好中
球 50~60%，淋巴球 20~40% ， '単球 3~5%，好酸
球 2--4%，好塩基球 0~1% とした。 
E. 遠隔成績
治療により十二指腸液中の虫卵消失したもの 22
例中，消失後 2箇月以上を経て再検査をなし得た 8
例の虫卵の状況は， 2~10 箇月後の第 1 回の検査で
は陰性 6，陽性 2で， 陰性6例について'は更に 4--
8箇月後に第 2回目の検査を行った。第 2回目の検
査では，初回陰性であった 6例の中，更に 2例に虫
卵の発現が見られた。第 1回及び第2回目の検査成
績を通算遠隔成績とすると 8例の中陰性4，陽性 4
で，虫卵の再現を見た陽性 4例の中， 2例は治療前
の虫卵数に比して少数であり， 1例は治療前に略等
しく 1例は増加していた。
即ち燐酸グロロキン治療後 8 例中 4 例て50~る〉に
於て引続き虫卵陰性であつったが，一方減少したも
のも含めて効果あったものとすれば8例中 6例 (75
%)に効果が認められた事となる。
表 17 遠隔成績・ (8
症
炉1 
治z部療虫市卵ji|!数賢日虫数卵El|l 遠 隔 成 績
1 
2 
98 
肘|73 
6カ月f愛 更4(カ+月〉後に
(一〉 
2カ月後 I度4Eカ+け月後に
(ー〉 
減少
増加
31ω 35 5カ月後 更 8Eカ月3後に
(ー〉 
消失
4 (十十〉 35 /(十〉 
減少
5 (十十〉 89 4 ヵ〕後月半(ー
更に| 
4(カー月〉後消失 
6 (+) 14 
10カ月後 
(+) 
/ 不安 
7 (十件〉 21 
4ヵ月後
(ー〕 
後〉更月仁に半一4カ 消失
288 Iω( |ザ
虫卵数は何れも十二指腸液中の虫卵数を示す。
表中(十件〉は十二指腸液 10cc中虫卵数 101個以
上， (十十〉は 11個以上 100個まで， (+)は 1個以
上 10個までとした。(第 17表〉
第 5章副作用
副作用は 41'(!jU中 15例く36.6%)に見られ，早い
ものは投薬当日より，最も遅いものは 28日後に現
れた。 15例の中 2例は誤って 1日1000mgを服用
した時に現れたもので，規定量の 1日500mgにす
ると共に消失した。 13例は 1時 250mgに減量し，
副作用の消失を見た。此の 13例の中 1例は副作用
消失後，再び 1日量 500mg服用せしめた処， 再度
同様の症状現われ治療期間中を通じて 250mg宛投
与した。他の 12例は副作用消失後 1日量 500mg投
与を持続することが出来た。
副作用には唖気，食息不振，下痢，全身倦怠感，
頭痛，舷軍，手指振顧，全身しびれ感，盗汗等が見
られ 15症例で 21件を認めた。
舷置を訴えるものが最も多く 8例，ついで幅気，
食息不振が各 3例，全身倦怠感が 2例に見られ，下
痢，頭痛，手指振顛，全身しびれ感，盗汗は各 1例
に見られた。(第 18表〉
許証令-1036ー  千 葉 子
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会
表 18 冨1 作
来世
用
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第 34巻 
三ご lml:t ~i 食忠全身I i'iS，tt! rt-.f:~ I手指 i全 身l 備 考的ト，，(可証気i不振 l下痢!倦怠感l頭痛 i闘|振顛 1しびれ感|盗汗
1 + 1日量 500mg服用により 
2 十 1日量 1000mg服用時 
3 
4 
+
+ 
1日量 500mg 1週服用後 
1日量 1000mg服用時 
5 + 1日量 500mg 10日服用後 
6 十 1日量 500mg 4日服用後 
7 十 1日量 500mg 5日服用後 
8 + 十 十 1日量 500mg服用翌日より 
9 十 1日量 500mg 7適服用後 
10 + 1日量 500mg 2~3 日服用後 
11 十 十 十 1日量 500mg 4日服用後 
12 + 十 1日量 500mg 20日服用後 
13 十 1日量 500mg 4週服用後 
14 十 1日量 500mg 4日服用後 
15 十 1日量 500mg 1週服用後
計 3 3 1 2 1 8 1 1 1 
表 19 燐酸クロロキンによる治療前スチプナー;1-により治療を行ったもの 
7例についてその効果の比較 
症 燐酸グロロキン投与前の治療 燐酸クロ| 燐酸クロロキンによる治療
ロキン治虫卵消失
uスチプナール注| 効果及び副作用 療D"の虫 l-we-1tIiFl!':l1ア I """/1，-， R=1 iI 効 果例 一  卵数 |投与期間Iv~要し刻副作用 
| i日数
1234567 腹
便14回 C+)→(十〉 仙 I96日 1 96日 l陸軍!川→(一〉
日|なし|(+〉→(一〉I35日351_ し!と+)な十〉→(十〉c+回40
9回 (十件〉 → (十〉 恒 気 1ωI90日 I778 Iなし (ω→(一〉
21回 3年前他医の治療を受く 肱 置 IC+) I 30日 I28日(医量 IC+)→(一〉
3回 (十十〉 → (十十〉 幅‘ 気 lωI69日 128日|なし |ω →(一〉
9回 8年前他医の治療を受く 口内不快感| ω |制 I23日 |な し lω 『く一〉
2回 -I十〉 食思不振|ωI68日 I68日 l →(一〉(十〕→ C 金野振|ω
虫卵数は何れも十二指腸液中の虫卵数を示す
第 6章 アンチモン製剤との比較
A. スチプナール使用後燐酸クロロキンによる治
療を行った症例(第 19表〕 
41例の症例中，燐酸クロロキンによる治療を行う
以前，スチプナールによる治療を受けたものが 7例
あり， 5例は当院にて 2例は他医の治療を受けたも
のである。
第 1例 スチプナー;1-による治療前，虫卵数C+)
で， 0.3%スチプナ{ノ1-20CC，14回注射施行するも
注射直後，腹痛，便意あり，自覚症状は軽快消失し
たが，虫卵の減少乃至消失が見られず治療を中止じ
た。中止後の虫卵の再検査にて多数の虫卵を認め却
って増加の傾向あり，弦に於て燐酸クロロキンの投
与を試みた。投与後 96日で虫卵消失， 此の間副作
用としては軽度の舷量を認めた。
第 2例十二指腸液中の虫卵(十十〉でスチプナ-
;1-40回注射，虫卵減少して(十〉となるも消失に
至らなかった。此の間副作用はなかった。燐酸クロ
ロキン投与後 35日で虫卵消失，やはり副作用を認
第 4号 中国:肝吸虫症の治療に関する研究，特に燐酸グロロキ y治療に関して -1037-
めなかった占 燐酸グロロキンによる治療の場合は 30例中 22例
第 3例 スチプナーノ~ 9回注射後，虫卵数(十什) (73.3%)に虫卵消失を見， 平均治療日数は 33日で
より(十〉となるも幅気著しく治療を中止，その後
燐酸クロロキシの投与を試み 77日にて虫卵消失，
此の間副作用を認めなかった。
第 4例 スチプナー ノ1.21回注射するも引続き虫
卵陽性にて燐酸グロロキンを投与， 28日で虫卵消失
したが副作用として舷量が見られた。
第 5例 スチプナ-;1，-3回注射後虫卵数に安化な
きを見て直ちに燐酸グロロキンの投与を試みた。 28 
日で虫卵消失，副作用なし。 
第 6例 8年前にスチプナ-;1，-注射を 9回受け来
院，来院時十二指腸液中の虫卵数はく掛〕であった。
燐酸グロロキ y投与後 23日で虫卵消失，副作用を 
認めなかった。
第 7例 スチプナーノ~ '2回注射後燐酸グロロキン
を投与，投与前(十十〉であったが 68日後虫卵消失，
副作用として軽度の食思不振を認めた。
以上の症例の虫卵数は何れも十二指腸液中の虫卵
数である。
上述の如くスチプナーノLによる治療では 7例中 2
例に虫卵の減少が見られたが，他の 5例については
効果が得られなかった。虫卵数の減少したのは 9回 
注射したもの，及び40回注射を行ったもの各 1例
で，他は最少 2回最多 21回注射したが効果を得ら
れなかった。
スチプナ{ノLによる治療で副作用の訴えのなかっ
たものは， 40回注射して虫卵減少した 1例のみであ 
り他は何れも副作用の為治療中止の止むなきに至つ
たものである。その後の燐酸グロロキシによる治療 
では最短23日最長96日で虫卵何れも消失，此の間 
副作用としては 2例に軽度の肱軍， 1例に食思不振
が認められたに過ぎ、なかった。
B. 過去 10年間に於けるスチプナ{ノL治療と燐
酸グロロキンによる治療との比較
過去 10年間(昭和 22年より昭和 31年まで〕に千
葉大学第一内科に肝吸虫症又は他の疾病の併発症と
して入院加療を受けたものは 16例で中スチプナ{
;1，-の注射により治療を行ったもの 10例，之を著者
の燐酸グロロキンによる治療症例と比較し治療効果
につき検討した。
スチプナ-l]"注射により十二指腸液中の虫卵消失
したものは 10例中 2例 (20%)，平均治療日数47.5
日を要し注射回数は 25.5回で， 0.3%スチプナー A
を 510cc使用したことになる。
ある。
虫卵減少せるものは，スチプナーノLによる治療例
では 10例中 2例 (20%)，平均治療日数47.5日，注
射回数25.5回で総量 510ccを使用，燐酸クロロキ
シによる治療例では 30例中 5例(16.7%)で平均治
療日数は 30.2日要した。叉不安或は増加を示したも
のはスチプナールによる治療症例では 10例中 7例
(70%)の多きを示し，此の場合の平均治療日数は
16.2日，注射総量は 106ccである。一方燐酸グロロ
キシによる治療の場合は不安叉は増加を示したもの
は30例中 3例(10%)に過ぎず，平均治療日数は
29日であった。
上記の結果より虫卵消失及び減少を効果ありとす
れば，スチプナーノLによる治療で 40%，燐酸グロロ
キンによる治療で 90%に効果が認められたことと
なり，之に要した日数もスチプナー l~ による治療の
場合は 47.5日，燐酸グロロキンによる治療では 31.6
日で，スチプナーノLに比して短時日にて効果が期待
出来る。
副作用についてもスチプナ{ノL群は 10例中 6例
(60%)， 燐酸グロロキン群で、は 41例中 15例 (36.6
%)で遥かに少い。
第7章総 括
千葉県下利根川流域水郷地方の肝吸虫は相良・宮
JI1(17)氏等(1952年〉によればその虫卵検出率は 21.7
%，柳沢(14)氏等(1956年〉によれば 13.3%，著者等
(1957年〉が 1部落を対象として行った検査では
10.4%で年々当地方に於ける虫卵保有者が滅少の傾
向にある。これは 1部には肝吸虫に関する知識が取
入れられた為と考えられるが，なお鮒，鯉，雷魚， 
ぼら，しな，等の生食が盛に行われ高き浸淫度を示
している。之が撲滅の為には環境衛生の改善，川魚
の生食の中止は勿論，虫卵保有者，吸虫症患者の治
療についても充分考慮、が払わるべきものと考える。
主主に於て著者は燐酸グロロキンく製品名レゾヒン〉
の単独投与を試み見るべき成績を得た。。昭和31年 8月以降昭和 33年 7月まで利根川
流域小見川町小見川中央病院を訪づれる患者を対象
とし，イ也に疾病を認めず疑わしき訴えのあるものに
つき糞便叉は十二指腸液検査を行い，肝吸虫症患者
及び虫卵保有者併せ，総数 60例を得た。 
2) 治療は当院に於て発見した肝吸虫症患者虫卵
-1038ー 千葉医学会雑誌 第 34巻
保有者 60例の中全経過中スチプナー;1-のみにて治
療を行ったもの，及び重篤な併発症のあるものを除
く41例に対して行った。
め燐酸グロロキンの投与量は  1日量 500mgと
し250mg宛 2回に分服虫卵消失まで続けることを 
原則とした。
4) 十二指腸液中の虫卵に対する効果は 30症例
の中消失 22(73.3%)，減少 5 (16.7%)，不安 3 (10 
%)，で消失及び減少を効果のあったものとすると
30例中 27例 (90%)に効果が認められたこととな
る。此の際虫卵消失に要した日数は最短 6日最長 98
日，平均 33日であって， 1日500mg投与によって
も充分に治療効果を期待し得るものと考えられ 30
日乃至 35日を 1グールとするのが至当と考える。 
5) 入院患者中 5 例に9いて虫卵消失まで 2~4
日の間隔で十二指腸ヅンデを行い，十二指腸液中の
虫卵数滅少の状態を観察したが， 1例は投与直後虫
卵被少， その後一旦増加して 22日目に至り消失， 
1例は治療後 2日虫卵数梢増加するもその後は減少
して 12日で消失。他の 3例は増加の傾向を見ずそ
のま L減少して 6日， 10日， 13日，で、それぞれ虫卵 
を認めなくなった。以上の結果より燐酸グロロキソ 
投与後虫卵の減少する状況には 1時虫卵数の増加す
るものと増加を見ずそのま L減少消失に至るものと
2様あるものと考えられる。
6) 糞便中の虫卵に対する効果は，糞使中虫卵陽
性例 16例中 13例につき燐酸グロロキン投与による
虫卵数の菱化を観察したが，投与後最短 4日，最長
34日，平均 13日で全症例共虫卵を認めなくなったの
なお糞便中に虫卵を認めたのは十二指腸液中に虫卵
を認めた 41例中 16例 (39%)に過ぎず平木(円井
ど 16)氏等も提唱している如く肝吸虫卵発見.のため
には糞便検査の他進んで十二指腸液検査を行うべき
である。
7) 治療により虫卵消失後 1週， 1箇月， 2箇月
の 3回の検査で虫卵を認めず， 3箇月後の検査で急 
に多数の虫卵を認めた症例を経験したことは，虫卵
消失後も再現にっし、て考慮が払われ時々検査の必要
があるものと思われる。
8) 自覚症状は 15例 31件について治療経過に従
って観察した。大部分の 25件 (80.6%)は第 5週迄
に消失し，自覚症状消失の見られなかったものは 2
件 (6.5%)に過ぎなかった。
の肝臓機能検査は血清モイレングラハト値，プ
ロー ムサノLフアレイン試験，血清コバルト反応，血
清カドミウム反応，血清高田氏反応について 38症
例に対して行った。カドミウム反応を除き被検例の
大部分が正常範囲に属し異常を示したものも軽度の
ものが多く特に異常を示したものは，コパルト反応
1例，カドミウム反応 5例，血清モイレングラハト
値 1例，プロームサルフアレイン試験 4例，高田氏 
反応 4例に過ぎなかった。肝吸虫症患者乃至虫卵保
有者の肝臓機能については山形〈ベ堀内ω氏等の報
告があり著者ω場合陽性率の高くないことは軽症者 
が非常に多かった為と考えられる。
10) 治療前後の肝臓機能の比較は (1)コパノLト
反応は治療前後に於て陽性例数に~化なく， (2)カ
ドξウム反応は強陽性を7F-'したものがなくなり (3)
高田氏反応はコパルト反応と同様，治療前後に於て
陽性例数に~化なく" (4)プ守ロー ムサノLフアレイソ
試験は異常を示した 30分値 5.1%以上のもの 4例
何れも正常に復した。 (5)血清モイレングラノ¥ト値
は寅痘の 1例が正常に復した。 
以上の如く肝臓の機能障碍は軽度であったが本剤
治療により軽快の徴候が見られた。
11) 耳血による血液検査は  31例に行い， 20例
(64.5%)に賞血， 19例 (6l.3%)に好酸球増多を認
め，その傾向は堀内ω，IJ形(6)氏等の成績と一致し
た。 10例についての治療前後の血液所見の斐化は， 
赤血球は増加 5，減少 5，血色素量は増加 6，減少 4 
で特に快復の徴候が見られず，好酸球は 7例に減少
の傾向が見られた。 
12) 遠隔成績十二指腸液中の虫卵陰性化したも 
の 22例中， 2箇月以上を経て再検査し得た 8例の
虫卵の状況は， 2~ 10箇月後の検査では陰性 6，陽
性 2，更に陰性 6 例の中 2 例は初回検査後 4~8 箇
月自の再検査で虫卵の発現を見た。此の 2回の検査
を遠隔成績としてまとめると 8例中消失 4，減少 2，
不安又は増加 2で，消失及び減少を効果のあったも 
のとすれば 75%に効果が認められたことになる。
13) 副作用は 41 例中 15 例 (36.6~合〉に見られ，
早いものは投薬当日より遅いものは 28日後に現わ
れた。副作用には幅気，食思不振，下痢，全身倦怠
感，頭痛，陸軍，手指振顧，全身しびれ感，盗汗等 
が見られ， 15症例で 21件を認めた。陸軍を訴える
ものが最も多く 8例，幅気，食思不振が 3例，全身
倦怠感 2例，他は各 1例宛に認められた。副作用は
軽徴であり特に投薬を中止しなければならないもの
はなかった。 
14) スチプナーノLによる治療後，燐酸タロロキン
第 4号 中田:肝吸虫症の治療に関する研究，特に燐酸クロロキン治療に関して -1039-
により治療を行った 7例は，先に行ったスチプナー
Aによる治療では 7例中 2例に虫卵の滅少を見，他
の 5例については効果が得られなかった。叉スチプ
ナー ノLによる治療で副作用のなかったものは 40問
注射し虫卵の減少を見た 1例のみで，他は副作用の
ため治療を持続し得なかった。之に反し，その後に
行った燐酸クロロキシによる治療では 2例に軽度の
舷量， 1例に食思不振が見られたに過ぎず，虫卵は
何れも消失した。 
15) 過去 10年間に千葉大学第一内科に於てスチ
プナールにより治療を行し、虫卵の消失を見たものは 
10例中 2例で著者の行った燐酸クロロキンによる
治療では 30例中 22例である。減少はスチプナーノL
治療によるもの 10例中 2例，燐酸クロロキンノによ
るもの 30例中 5例で，消失及び減少を効果のあっ
たものとすればスチプナールは 10例中 4例 (40%)，
燐酸クロロキンは 30例中 27例く90%)に効果が認
められたことになる。
副作用はスチプナーノL群は 10例中 6例 (60%)，
燐酸グロロキン群では 41例中 15 OU(36.6%)に見
られたが後者に於ては治療を中止しなければならな
い程のものは認められなかった。
第 8章結 論
利根川下流の所謂水郷地帯は本邦に於ける肝吸虫
の濃厚な浸淫地にして，従来諸氏に依り幾度か集団
検診並びに公衆衛生学的発表がなされ且つ指導され
て来たが，共の虫卵保有率は年次低下の傾向にあり
といえども，なお高度の浸淫が認められ，其の治療
に関しては見る可き進展が認められざるま Lの状態 
にあったο著者は当地方の地方病としての肝吸虫症 
の撲滅を期し，その一環として公衆衛生学的指導と 
.共に之が治療面に於ける一分野の開拓を企図し，上
記の如く燐酸グロロキシ (1日量 500mg 1日2回 
分服〉の単独投与を試み従来に見ざる著効あること 
を確認し得た。更に顧慮すべき副作用を認めず，長 
期に亘り投薬可能であり，且つ内服により治療し得
ることは本症の治療面に新しき分野を開き得たもの
と確信する。将来上下水道の普及，河川管理の衛生
指導，魚生食の禁止，等公衆衛生面に於け7る指導徹
底を期し，併せて虫卵保有者に対しては積極的治療
を施し，もって地方病として各地に残存する本疾患 
の絶滅を期待するものである。
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校聞を
賜わった恩師三輪教授に衷心より感謝の意を表しま
す。叉種々御教示を賜わった小見川中央病院長杉村
惰一博士，なお御協力下さった小見川中央病院職員
各位に深〈感謝致します。
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